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回答者

総合政策部長
都市整備部長
教育振興部長

健康福祉部長
都市整備部長

市民生活部長
総合政策部長

健康福祉部長

5 敬老会お祝い金等の見直しについて

2 出産、育児に係る市のサポート体制について

3 青山地区におけるデジタル化の推進について

4 高校生の外来医療について

地区からの意見・提言（意見交換）

青山地区

意見・提言の内容

1 青山地区及び周辺エリアの将来ビジョンについて
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市政懇談会 回答 
地区名 青山地区 

意見・提言等 １ 青山地区及び周辺エリアの将来ビジョン

について（まちづくり協議会） 
（内容） 

青山地区は、文教エリアとして幼稚園から大学まであるまちと

して誇りを持ってきた。しかし、緑が丘東幼稚園は近く廃園となり

県立三木北高校は、統廃合高の対象となっている。まちの活力の一

面は大きく低下するのではないかと危惧している。 
 他方、まちの再活性化のために推進してきた青山７丁目の開発

は今年に入っても遅々として進まない状況を感じている。 
 また、三木東インター北側の産業団地の進捗も明確でない。これ

らは、これまで個々の意見提言をして市政懇談会において議論し

て来たが、青山地区を含むエリア全体の将来はどうなるのかとい

う地域全体の大課題として考えて行かなければならない時期に来

たと思っている。そこで、  
〇 三木北高校統合後の統合校の誘致、そうでなければ青山活性

化に向けて跡地利用についてどのような方向性を考えているの

か。 
〇 青山７丁目開発は、「民間」が、産業団地の開発は「県」がと

いう発想にとどまることなく、三木市のリーダーシップを期待し

ているが、現状はどのようなものか。 
 以前、青山７丁目に子育て世代でも買える価格の集合住宅など

の建築計画も聞いたことがあるが、そのような方々が来てくれる

ような魅力あるまちづくりを期待している。 
回 答 （担当課）教育振興部 学校教育課 

     総合政策部 縁結び課 
     都市整備部 プロジェクト推進課 

 三木市３校の発展的統合がどのような形で進むのかについて

は、兵庫県教育委員会が設置する「発展的統合に向けた検討委員

会」で検討され、兵庫県教育委員会が決定し、発表されると聞いて

います。 
なお、兵庫県教育委員会は統合校の設置場所を決定するにあた

り、通学環境と施設規模、学校外の教育資源との連携、の３要素を
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重視すると提示しています。 
 令和６年度着工予定、令和８年度分譲予定であるひょうご情報

公園都市の次期工区については、市単独で行う予定であった三木

サービスエリア周辺開発に代わる事業として、県が用地買収済み

の区域の開発を、市から積極的に働きかけ、県市共同事業として基

本合意に至ったものです。中でもインフラ整備等まちづくりに関

わる部分は、市が主体となり実施します。現状としては、造成の基

本計画の策定を進めるとともに、アクセス道路のルート検討も進

めています。完成後には、企業立地の促進や雇用の場の創出など、

地域の活性化につながるものと考えています。 
 青山７丁目の開発については、現在、造成工事に取り掛かってお

ります。引き続き、市が受け持つ１．５ヘクタールのうち福祉系施

設として民間福祉事業者が整備を進める特別養護老人ホーム・デ

ーサービスに係る建設工事に加え、その他の事務所系、サービス系

施設に係る基本構想を策定し、全国の戸建て住宅団地が抱える課

題解決に向けた、移り住む仕組みや魅力づくりにつなぎ、住宅団地

の活性化に取り組んでまいります。今後の主なスケジュールとし

ましては、今年度１０月に造成工事を福祉系施設等の一部から始

め、基本構想の策定及び福祉系施設の開発に年度末には着手した

いと考えております。来年度は、福祉系施設の建築工事に加え、そ

の他の市が受け持つ施設に係る実施設計に取り掛かっていく予定

としております。 
また、住宅開発については、民間事業者が担うことになってお

り、現在、移り住む仕組みづくりや魅力向上に向けた検討を進めて

いると聞いております。 
なお、民間事業者が開発するエリアの一部において住宅開発の

お話は聞いておりますが、青山７丁目に子育て世代でも買える価

格の集合住宅などの建築計画については、これまでそのようなお

話を聞いたことはございません。 
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市政懇談会 回答 
地区名 青山地区 

意見・提言等 ２ 出産・育児に係る市のサポート体制につい

て（まちづくり協議会） 
（内容） 

安心して出産、育児のできる環境づくりとして以下の事を提案

します。 
〇産前産後のヘルパー助成の導入 
 全国で報道された乳児遺棄事件は犯人だけの問題ではなくむし

ろ家庭環境や社会の問題で、産前産後に寄り添ってくれる人が家

族や周囲にいたら‥産前産後のママに寄り添う事業を検討しては

どうか。 
〇命を産み育むことに対するサポートの充実 
 産後うつや２０～４０代の自殺の原因として育児、子育て、パー

トナーシップが上位に上がってきているというデータがある。 
「誰もが健康で安心、いきいきと暮らすやさしいまち」「市民一人 
ひとりが、思いに寄り添い、声をかけ、話を聞き、必要に応じて専

門家につなぎ、見守っていくという自殺対策」など市長の考えを更

に具現化させるため、産前産後のサポート、お産できるところの確

保等を充実させてはどうか。 
〇公園に幼児用の遊具を設置 
 幼児が遊べる遊具がなく、公園で遊ぶのを諦めて帰宅される方

が少なからずいる。「幼児用の遊具がある公園は、数か所しかなく

人が密集してしまい、危険な時もある」「近くの公園に幼児向けの

遊具があれば、人の密集を極力避ける事ができ、気軽に足を運べ

る」といった意見を多く聞く。 
回 答 （担当課） 健康福祉部 健康増進課 

      都市整備部 都市政策課 
〇産前産後のヘルパー助成の導入 

現在、三木市では、妊娠や子育てによる孤立や負担感のある家庭

に対しては、ホームヘルパーや保健師による家事援助や育児相談

を行う「養育支援訪問事業」を実施しています。 
このほか、産前産後の妊産婦に寄り添う事業として 
①妊娠期から子育て期にわたり総合的に相談支援する拠点「子育
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て世代包括支援センター」設置（総合保健福祉センター内）。 
②産前産後の妊産婦とご家族を対象とした集いの場「みっきぃた

まぴよサロン」 
③子育て全般の相談は「子育て相談窓口」（子育て支援課内） 

などがあります。 
それぞれの事業については、「子育て世代包括支援センター」（電話

８６－０９００）でご相談させていただきます。 
 
〇命を産み育むことに対するサポートの充実 

産前産後のサポートについては、前述の「子育て世代包括支援セ

ンター」の他、妊産婦へ助産師や保健師が家庭訪問して相談を行う

「妊産婦訪問」や、妊産婦の集いの場である産前・産後サポート事

業「みっきぃたまぴよサロン」で、妊産婦やその家族のサポートを

行っています。また、産後の母親の休息や赤ちゃんのお世話（授乳

や沐浴等）の指導を行う「産後ケア費助成事業」も実施しておりま

す。 
お産のできるところについては、現在、市内には出産できる施設

はありません。また、北播磨総合医療センターには産科があります

が、医師の確保等に課題があり、出産を受ける件数には限りがあり

ます。 
お産のできる施設確保の必要性については、市として認識して

いるところですが、全国的な産科不足であることから、産科確保に

ついて難しい状況にあることをご理解いただきますようお願いい

たします。 
 
〇公園に幼児用の遊具を設置 

日頃は公園の清掃管理等にご理解ご協力をいただき誠にありが

とうございます。 
さて、本市には総合公園や地域の身近な街区公園等、大小あわせ

て約１４０の公園や緑地があり、公園の規模や立地条件に応じて

遊具等の施設を配置しています。 
 青山地区には合計九つの公園があり、幼児向けの遊具は比較的

規模が大きい青山中央公園に設置されています。 
 その他の街区公園には、滑り台やブランコ、鉄棒などの基本的な
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遊具を設置しており、他の地区の公園につきましても同じような

状況です。 
 現在、遊具の改修や更新を中心に、老朽化した物や、破損等によ

り危険な物から優先的に行っている状況です。 
 つきましては、遊具の改修や更新の時には自治会にもご相談さ

せていただき、地区の実情に応じて幼児用の遊具への更新を行っ

ています。 
具体的な公園名と遊具の種類などがございましたら、教えていた

だければ、現在の状況を確認しご相談させていただきます。 
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市政懇談会 回答 
地区名 青山地区 

意見・提言等 ３ 青山地区におけるデジタル化の推進につ

いて（まちづくり協議会） 
（内容） 

地域過疎地区および高齢化地区の安全で安心な街づくりを踏ま

え、地域への広報など回覧物の膨大な資料やそれに関わる費用を

削減することによる脱炭素社会を促進することが大切である。 
 地域に委ねられている回覧および配布の資料（令和４年度調査

中）を、デジタル通信の導入により即時に周知することができる。

また、その資料作成費や分配する作業等の費用を削減することに

なる。 
 更には地域専用ソフトを用いることで、地区のホームページや

公民館活動の確認、単身者の安否確認などが可能となるなど、その

ツールは無限大に多様化できるものとなり、地区によるデジタル

化推進は十分に検討の余地がある。 
回 答 （担当課）市民生活部 市民協働課 

総合政策部 デジタル推進課  
総合政策部 秘書広報課 

 デジタル化の推進は急速に自治体内で広まっており、市におい

ても他市の状況をみながら検討を進めています。地域のデジタル

化が進めば、各世帯へ同時に周知ができ、確認が容易、役員の負担

減など多くの利点があると考えます。 
市としましては、今後、地域住民の行政サービス拠点となる市立

公民館のデジタル化を進めるとともに、スマホ等のデジタル機器

に馴染みのない方へ向けての使い方教室などデジタルデバイド対

策を進めていきます。また、デジタル化を進める自治会に対し、ソ

フトやアプリケーションの研究・紹介など情報提供を行っていき

ます。 
 他地区においては、自治会や地域団体によるスマホ講座やＬＩ

ＮＥでの情報発信を行われている事例もあります。そういった事

例も参考にしつつ、現在交付しております区長協議会交付金や地

域まちづくり交付金を活用いただければ、地域に適したデジタル

化を進めていただけると考えますので、地域と市で連携して取り
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組んでいきたいと思います。 
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市政懇談会 回答 
地区名 青山地区 

意見・提言等 ４ 高校生の外来医療について 
（まちづくり協議会） 

（内容） 
 本市では、これまでの乳幼児等福祉医療に加え、７月から子ども

福祉医療として高校生の年代までの入院に関する医療費が軽減さ

れ、とても助かっている。 
 しかしながら、昨今の値上がりばかりの生活の中でも医療費は

決して節約できるものではなく、家計にとって厳しくのしかかる

こともある。経済的な理由で十分な医療を受けることが出来ない

ことは決してあってはいけない。 
 そのため、高校生の年代を含む子どもたちが安心して健全に過

ごすことができる環境整備として、入院に加えて外来医療費につ

いても高校生の年代までを負担ゼロとしてはどうか。 
回 答 （担当課）健康福祉部 医療保険課 

 通院に比べて入院は、予期しない病気や事故により、急に高額な

支出が必要となるため、その費用を助成することで経済的な負担

を軽減し、全ての子育て世帯が、安心して子育てできる環境を整え

ることとしました。このため７月より入院費を無償としました。 
 今後、高校生の外来医療費助成については、市の子育て施策全般

の中で検討してまいりたいと考えています。 
 なお、三木市の子育て施策として、高校生、大学生等には、返済

の必要のない奨学金を給付しています。 
高校生は月額６千円（私立は１２，０００円）、大学、専修学校

等は月額９千円の給付で、市が大学生まで対象に給付事業を実施

しているのは近隣市町では三木市だけです。 
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市政懇談会 回答 
地区名 青山地区 

意見・提言等 ５ 敬老会お祝い金等の見直しについて   
（まちづくり協議会） 

（内容） 
高齢者は最近、年金の減額や老人クラブへの助成金の減額など

高齢者にとって面白くない、悲しいニュースばかりである。敬老会

がスタートしたのは高齢者の尊厳を大切にとの多可町の昔の村長

さんが発案し、兵庫県の知事も同じ気持ちになり、昭和２５年頃よ

り国へも働きかけ昭和３８年「老人福祉法」が制定され「老人の日」

が法に規定された。 
 高齢者の尊厳を守る大切さから、老人クラブとしては、県・市等

から助成金をいただいているが、それに対してはいろいろな活動

や地域でのふれあい活動や児童とのふれあい、高齢者同士の友愛

活動等を行っている。このようなことから、今回の敬老会の各項目

の減額または削除の理由についてご説明をいただきたい。弱者と

感じている高齢者から見るといい加減にしてくれ、風呂の入浴券

の廃止までしなくてもと思うが。 
 

回 答 （担当課）健康福祉部 福祉課 
 老人クラブの会員の皆様には、日ごろから知識と経験を活かし

た様々な活動により、地域の活性化にご尽力賜り、ありがとうござ

います。 

 今年９月に策定しました「三木市財政健全化計画」の事業見直し

対象には、敬老会開催費補助金をはじめ、高齢者に関係のある事業

も含まれており、高齢者への施策の後退と受け止められたことに

よるご意見と存じます。 

この「三木市財政健全化計画」は、三木市が将来にわたり持続可

能な財政基盤を確立することを目的に策定しました。少子高齢・人

口減少の中で、社会保障費や施設の老朽化対策等で支出が増える

ものの、市税などの収入は増えません。そこで、単に「財政が厳し

いから」という視点だけでなく、財政的にまだ体力のあるうちに現

在実施している事業について、その目的や必要性、効果などを検証

するため、改めて事業の総点検を行ったものです。 
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 高齢者に関係のある主な事業の見直し理由は次のとおりです。 

①敬老祝金は、平均寿命の上昇を受けて見直しを行うものです。 

②敬老会開催費補助金は、高齢者の外出を促進し、地域住民との交

流が図られるという本来の目的に則り、敬老会を開催する自治会

等には現行の補助金を継続しようとするものです。 

③高齢者への温泉施設等利用助成は、高齢者の外出機会づくりと

して実施してきましたが、利用が特定の人に偏っていること、市内

にさまざまな高齢者が利用できる施設があるにもかかわらず温泉

施設等の利用にのみ助成することは公平性に欠けることから、事

業を廃止するものです。 

④老人クラブ活動強化推進事業は、県政改革方針で令和５年度か

ら県からの補助金分が減額されるもので、市の補助額は変わりま

せん。 

 これらの事業は、今まで当市が北播磨管内でも手厚く助成して

きた施策を見直しまたは廃止しようとするものですが、これらに

代わって高齢者の健康・生きがいづくりなど、地域福祉の推進に

つながる取組を検討してまいりますので、ご理解いただきますよ

うよろしくお願いいたします。 

 
北播磨管内の実施状況（令和４年度） 

 三木市 小野市 加東市 加西市 西脇市 多可町 

敬老祝金 
77､88､99､ 

100歳以上 
100､105歳 

77､88､99､ 

100歳 
88､100歳 88､99歳 

88､100歳､ 

最高齢者 

敬老会補助 
75 歳以上 

1,500 円 
無 

75 歳以上 

700 円 

75 歳以上 

1,400 円 

77 歳以上 

1,500 円 

75 歳以上 

2,000 円 

温泉助成 有 無 無 無 無 無 

老人クラブ
助成 

[うち市単] 

206,000 円 

[116,000円] 

200,000 円 

[110,000円] 

104,600 円 

[14,600円] 

94,000 円 

[4,000円] 

90,000 円 

[0円] 

90,000 円 

[0円] 
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